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健
康
上
の
理
由
で
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で

き
る
「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば
す
こ
と
は

大
切
と
考
え
る
。
健
康
寿
命
の
延
伸
と

疾
病
予
防
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
各

段
階
ご
と
に
心
身
の
特
性
に
合
わ
せ
た

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
個
人
の
生

活
を
支
え
る
観
点
か
ら
も
重
要
と
考
え

る
。
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
、
検
診
受
診
率
の
向
上
、

健
康
相
談
等
で
町
民
の
健
康
を
守
る
町

の
さ
ら
な
る
取
組
を
求
め
、
以
下
に
つ

い
て
伺
う
。

(1)
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
各
年
代

に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
取
組
は
。

(2)
各
種
健
康
診
断
受
診
率
向
上
の
た
め

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
。

(1)
平
成
25
年
度
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
基
本
目
標
と
す
る
「
第
２
期

ま
く
べ
つ
健
康
21
」
を
策
定
し
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
に

重
点
を
置
き
、
健
康
寿
命
が
延
伸
で
き

る
よ
う
、
各
種
事
業
、
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
特

定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

目
的
と
し
た
「
ま
く
べ
つ
健
康
ポ
イ
ン

ト
ラ
リ
ー
」
の
実
施
や
、
札
内
支
所
に

住
民
相
談
室
を
設
置
し
、
保
健
師
を
３

人
配
置
す
る
な
ど
健
康
相
談
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
「
第
２
期
ま
く
べ

つ
健
康
21
」
で
は
、
人
生
を
「
乳
・
幼

児
期
」
、
「
学
童
・
青
年
期
」
、
「
成
人
前

期
」
、「
成
人
後
期
」
お
よ
び
「
高
齢
期
」

の
５
期
に
区
分
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
に
係
る
行
動
指

針
を
示
し
て
お
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
「
成
人
前
期
」
か
ら
「
高

齢
期
」
の
方
を
対
象
と
し
た
「
ま
く
べ

つ
健
康
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」
は
、
２
月

末
現
在
で
、
１
１
０
７
人
が
参
加
、
う

ち
８
０
１
人
、
約
73
％
の
方
が
全
て
の

目
標
を
達
成
す
る
な
ど
、
町
民
の
健
康

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

(2)
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
過
去
の
受
診

歴
や
健
診
結
果
、
問
診
票
の
内
容
等
の

分
析
に
よ
る
個
人
の
特
性
に
合
わ
せ
た

効
果
的
な
受
診
勧
奨
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、

他
市
町
村
に
お
け
る
先
進
事
例
な
ど
を

参
考
に
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
情
報

収
集
等
に
努
め
る
な
ど
、
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

政
府
は
、
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
に

向
け
た
措
置
と
し
て
、
公
費
の
投
入
を

行
う
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。
現
状
で

も
高
い
国
保
の
負
担
に
苦
労
し
て
い
る

住
民
が
お
り
、
町
民
負
担
の
軽
減
を
求

め
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
広
域
化
後
の
保
険
税
は
。
ま
た
、
今

後
５
年
間
の
推
移
は
。

(2)
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
減

額
調
整
措
置
を
「
未
就
学
児
」
ま
で
に

限
り
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
額

と
、
そ
の
財
源
を
利
用
し
て
国
保
の
子

供
の
保
険
税
均
等
割
の
負
担
軽
減
を
行

う
考
え
は
。

(3)
低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
保
険
税
の

軽
減
と
一
部
負
担
金
減
免
対
策
を
。

(1)
北
海
道
か
ら
示
さ
れ
た
一

人
当
た
り
の
納
付
金
額
の
算
定
結
果

は
、
平
成
28
年
度
の
一
人
当
た
り
の
保

険
税
収
納
必
要
額
12
万
１
４
７
３
円
に

対
し
、
一
人
当
た
り
の
納
付
金
に
よ
る

保
険
税
額
が
11
万
９
６
９
４
円
で
、

１
７
７
９
円
の
減
、
率
に
し
て
１
・
５

％
の
減
と
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
５
年

間
の
国
保
税
の
推
移
は
、
一
人
当
た
り

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

基
金
の
活
用
を
含
め
、
急
激
な
税
負
担

増
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

(2)
本
町
に
お
け
る
影
響
額
は
、
約

２
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
じ
た
財
源
分
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
国
保
の

子
ど
も
に
係
る
保
険
税
均
等
割
の
負
担

軽
減
を
行
う
考
え
は
な
い
。

(3)
所
得
に
応
じ
た
７
割
、
５
割
、
２
割

の
法
定
軽
減
措
置
が
基
本
で
あ
り
、
恒

常
的
な
低
所
得
者
を
対
象
と
し
た
一
律

の
減
免
制
度
に
よ
る
税
の
免
除
措
置
等

は
、
結
果
的
に
他
の
被
保
険
者
の
負
担

と
な
る
な
ど
、
税
負
担
の
公
平
性
を
欠

く
こ
と
に
つ
な
が
り
、
制
度
化
は
難
し

い
。

答問
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
に
重

点
を
置
き
取
り
組
ん
で
い
る

町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
へ
の
取
組
は

問

問

町
　
長

答問
基
金
の
活
用
も
含
め
、
急
激
な
税

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴
い
、

町
民
負
担
が
生
じ
な
い
取
組
を

町
　
長
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